
。
わたくした51. 刊!R !l l~こ手田辺にかこまれ白向と~ $l: rこ，.

ぐ〈まれた技孫子町市屈です.
ねたくしたち1..回国m'l文化凶閉そめざす市民として回目
りをもS、明日への臓いをこめて ここに市民軍I!II，;定めます。
水と聞と土のにおいがいっぱいの住みよいあUこにします
心と仲径をたえ笠き笠をと由き 陣UゆくあUこにします
老人を大切にし子どもの拶径商て 窃也'.あUこにします
ふるさとを留し 叉化を四時 留か勾あUこにし象す
みん与で，...しぬいきまりを守り 明るいあUこにします
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第

一
次
基
本
計
画
(
案
)
を
策
定

〈
り
協
餓
会
を
さ
ら
に
組
織
化
す

る
と
と
も
に
‘
そ
の
活
動
の
拠
点

と
な
る
近
隙
セ
ン
タ
ー
の
池
股
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
鎖
倒
計
画
に
基
づ

い
て
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
市
民
参

加
の
し
〈
み
を
確
立
し
ま
す
。

7
項
目
の
重
点
事
業
を
設
定

市
で
は
、
平
成

3
年
度
か
ら
何
年
度
ま
で
の

8
年
間
、
市
の
行
政
運
嘗
の
基
本
と
怠
る
第
二
次

話
本
計
画
(
案
)
を
策
定
。
第
二
次
基
本
計
画
(
案
)
は
、
昭
和
白
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
第
一

次
基
本
計
扇
を
、
社
会
経
済
情
勢
な
ど
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
見
直
し
た
も
の
で
す
。
去
る
竹
用

幻
自
に
は
、
こ
の
計
画
の
案
を
市
総
合
射
砲
密
機
会
に
諮
問
.
現
在
は
、

慎
置
に
密
織
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
る
で
、
来
年
早
々
の
答
申
を
予
定
し
て
い
ま
す
.

4

コ
号
で
は
、
第
二
次
基
本
断

固
(
案
)
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

H
企
図
課
目

市
町
基
本
情
似
の
中
で
、
ね

た

一

次

基

本

計

画

的

各

施

策

の

成

果

め

ざ

ま

し

い

悶

際

化

に

対

応

す

川

手

賀

沼

対

策

事

業

ち

が

め

さ

す

我

孫

子

の

安

を

「

手

を

踏

ま

え

、

課

題

円

前

官

理

を

行

つ

る

た

め

、今
年
度
、
国
際
交
流
基
金

初
日
泊
を
ま
ち
の
y
ン
ポ
ル
に
し
、定

て
、
引
き
続
き
将
来
都
市
似
の
実
手
口
沼
浄
化
は
、
下
水
道
事
裁
を
段
説
。
今
後
は
、
市
内
的
関
係

住
環
段
が
技
開
削
さ
れ
た
H

手
釘
沼
現
を
め
ざ
し
た
も
の
で
す
。
計
画
的
促
進
な
ど
で
現
在
も
実
施
し
て
機
関
や
在
住
外
国
人
、
留
学
生
等

内
ほ
と
り
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
乙
で
は
、
都
市
間
交
流
.
国
際
交
流
.
い
ま
す
。
第
二
次
基
本
山
川
町
で
は
、
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市
民
参
加

と
し
て
い
ま
す
。
越
本
計
画
は
、

景
観
形
成
、
情
報
公
開
な
ど
新
し
伸
化
活
動
向
拠
点
と
し
て
手
賀
沼
に
よ
っ
て
国
際
理
解
の
学
切
や
交

こ
的
基
本

m恕
の
実
現
を
め
ざ
し
、
い
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
取
り
上
セ
ン
タ
ー
を
政
武
し
、
市
民
と
と
流
の
輸
を
広
げ
、
国
際
線
普
的
取

市
と
市
民
が
共
同
し
て
ま
ち
づ
〈
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
‘
基
本
構
烈
も
に
手
民
泊
沖
化
を
さ
ら
に
進
め
り
組
み
を
本
俗
的
に
進
め
ま
す
。

リ
を
進
め
る
た
め
の
指
針
と
な
る

に
明
記
し
て
い
る
「
市
民
拳
加
め

ま
す
.
ま
た
、
手
間
H
沼
の

y
ン
ポ

附

福

祉

の

総

合

的

推

進

も

の

で

す

。

ま

ち

づ

く

リ

」

を

一

一層
進
め
る
た
ル
化
た
向
け
沼
と
そ
の
周
辺
を
快

第
二
次
基
本
計
画
(
案
)は

、

第

的

、
各
部
門
ご
と
の
施
策
的
中
に
遁
な
水
辺
と
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
幻
世
紀
は
、
本
格
的
な
向
的
化

可
能
な
限
り
市
民
参
加
を
盛
リ
込
と
創
生
事
業

「
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
社
会
に
な
る
と
予
釈
さ
れ
ま
す
。

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
各
部
門
で

ふ
れ
あ
い
計
画
」
を
推
進
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
質
の
高
い
福
祉
社
会
を

位
置
付
け
し
た
都
撲
の
ヲ
ち
、
次

実
現
さ
せ
る
た
め
、
す
べ
て
の
人

的
7
項
目
を
鼠
点
事
業
に
役
定
し
、

が

楠
崎
市
川
で
{
本
心
し
た
く
ら
し
が
で

市

の

総

力

を

あ

げ

て

取

り

組

む

こ

き

る

よ

、

ヲ

総

合

的

な

稲

祉

施

筋

肉

と
と

し

ま

し

た

.

あ

り

方

を

確

立

し

、

き

め

細

か

な

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
推
進

市
民
が
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
母
体
と
な
る
ま
ち
づ

ω
国

際

化

へ

の

対

応

を
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問

/

来
年

1
月
中
に
答
申
を
予
定

日
月
幻
目
、
平
成
3
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
二
次
越
本
計
岡

(
ぎ
を
総
合
計一
思

議

会
に
略
的

来
年
1
月
の
答
申
を
め
ざ
し
、
締

力
的
に
審
議
を
巡
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

総
合
計
同
審
議
会
委
H
の
方
々

は
下
表
的
と
お
リ
別
名
で
す
.
な

お
務
検
会
会
長
に
は
鈴
木
対
氏
、

刷
会
長
に
は
伊
桜
町
士
四
四
氏
が
互

選
の
う
え
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

一悩

祉
施
策
的
推
進
の
拠
点
と
な
る
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す。

間

生

涯

学

習

の

推

進

価
品
川
鋭
的
多
織
化
、
余
暇
時
聞

の
酬
明
大
に
よ
り
、
市
民
向
学
留
意

欲
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
・
そ

こ
で
、
学
校
教
育
の
充
実
を
進
め

る
と
と
も
に
、
幼
児
期
か
ら
老
年

期
ま
で
に
わ
た
る
生
涯
学
出
向
推

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
生
復
学

明
日
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
生
涯

学
制
セ
ン
央
ー
を
強
位
し
ま
す
。

)
情
報
公
開
、
地
域
情

供。{
報
化
へ
の
取
り
組
み

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
た
め
に
は
、
行
政
剛
か
ら
町
道

切
な
情
報
内
総
供
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
情
報
な
ど

に
つ
い
て
、
市
民
に
わ
か
り
や
す

い
情
報
提
供
を
行
、
ヲ
と
と
も
に
.

行
政
情
報
を
公
開
す
る
情
報
公
開

制
度
を
確
立
し
ま
す
。

山
山
中
心
蝿
点
、
地
区
拠
点
づ
く
り

第
一
次
基
本
計
画
で
、
我
孫
子

駅
周
辺
を
市
の
中
心
拠
占
'
と
位
能

付
け
て
い
ま
す
@
そ
こ
で、

我
孫

子
駅
周
辺
町
強
制
計
画
ゎ
朱
定
し
、

駅
前
向
貨
物
線
跡
地
を
中
心
拠
告

の
核
と
し
て、

社
会
教
育
施
般
を

中
心
と
し
た
似
合
施
訟
を
建
設
。

ま
た
.
市
内
向
他
町
駅
周
辺
に
も

地
区
拠
占
と
し
て
公
共
施
股
等
を

配
世
し
ま
す
。

申し込みは来

V
出
場
資
格
ホ
完
治
で
き
る

能
力
を
有
す
る
人
(
た
だ
し
‘

一
般
壮
年
の
部
は
l
時
間
以

内
に
完
定
で
き
る
人
)
*
耶
削

に
医
師
の
健
勝
伶
断
を
受
け
典

怖
の
な
い
人
市
小
中
学
生
に

う
い
て
は
保
泌
者
向
同
意
誌
を

V
日
時

平
成
3
年
1
月
幻
日

他

出
し
た
人

(日、

小
雨
決
行
、

荒
天
中
止
)

V
参
加
費
一

般

川

年

5

0

受
付
午
前
B
時
初
分
か
ら
9
時
口
問
、
小
・
中
学
生

・
7
ァ
ミ

日
分
ま
で
開
会
式
午
前
日
時
リ
1
1
0
0
円

m
山
分
続
投
開
始
午
前

同

時

マ

申

込

方

注

所

定
の
申
込
用

閉

会

式

午

前

日

時

列

分

紙

(

教

育
委
員
会
休
背
棟
、
市

V
場
所

湖
北
台
中
学
俊
民
体
育
館
、
市
役
所
市
民
相
判
明

V
種
目
*
小
川
イ
5
年
男
女
係
、
各
支
所
に
用
賀
)
に
必
製

と
小
晶
子
6
年
同
町
・
女

〈
川
J
V
市
中
羽
を
明
犯
し
、
平
成
3
年

l

*
中
学
1
年
明
と
中
学
生
男
E

月

ω日
(木
、
必
消
)ま
で
に
参

女
〈
3
J
V
本
一
般
男
女
〈
高
加
賀
を
添
え
て
教
育
委

H
会
休

校
生
含
む
・
問
、
〉

*
れ
年
剛山

古H
縦
、
市
民
体
有
館
.
市
役
所

・
女

〈
叩
成
以
上
・
5
J
V
*
市
民
相
絞
係
、
各
支
所
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
A
M哨

I
人
と
小
学
、

V
問
い
合
わ
せ
教
背
番
興
会

1
t
4
年
の

ベ
7
・
川
J
V

体
育
課
包
(
部
)1
1
5
1

E通有f~~ョ・

氏 名 住 所

青 山節子 っくし野6-25-14

t主『毎 林 布{主2418

相Urq~ ニ 岩松128-4

百E調えリ干ー 柴崎1123

飯岡政夫 中峠1362

伊藤'Z士粥 若松115-8

遠藤仁一 新々回222-2

川村みどり ~R戸377

神戸 i明 tR戸 1464

小泉良雄 中型335

小松純 子 中俳1604-15 

後百長 1景子 東我孫子1ー 18-3

j反巻 喜 市 布佐3039

S台木 昇 自白戸1-10ー 12

須藤 ‘克 柴崎967

w:谷"''o'-flll 白戸622
盟鳴 J:t匹F 新木野1-2-24

中村徹 子 布佐平和台2-11-1

悩&，¥B夫 ;!f:木8ー 1-5

松岡 元士 柴崎台4ー 12-31

訟本四郎 っくし野lー7-5

松本森 吉 新木型1'3-38-9

深山正己 湖I~I二台6-3ー 18

場下悩太郎 柴崎143

V総合計画審議会委員

359 対反女十ゑ色米軍械使用のJs 基土佐下
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一色z((fi ~5 

向
哲
人
園
内
w
@歯

手
続
ぎ
忽
ど
依
お
阜
の
広

年
末
年
始
の
業
務
担
室
内
を
い
た
し
ま
す
@
怠
に
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
年
末
、
市
役
所
窓
口
も
却
日
を
過
ぎ

る
と
大
変
湿
ゐ
合
い
ま
す
.
必
要
事
煩
h
v
届
出
な
ど
の
箔
手
続
き
は
、
早
め
巳
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
.
怠
お
、
市
役
所
各
施
殴
の
電
話
番
号
は
、

4
面
に
渇
蛾
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宿
泊
凶
碕

年
末
は
は
月
一品
目
ま
で
年
始

は
1
月
4
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
す
。ロ
月
初
日
か
ら
l
月
3
日
ま
で

の
川
・
比
亡
原
町
受
理
お
よ
び
死

体
埋
火
葬
前
可
制
は
、

本
庁
地
問

的
守
術
室
で
取
り
扱
い
ま
す
。

弘
お
‘
東
部
中
部
地
区
総
合
開

発
事
務
組
合
火
葬
場
「
み
た
ま
苑
」

(
柏
市
布
地
)
は
、

1
月
1
日
か

』
リ

3
日
ま
で
休
み
に
な
り
ま
す
・

自

白

関

@
市
民
図
書
館

本
館
、
分
館
と
も
年
末
は
ロ
月

初
日
ま
で
。
年
始
は
l
月
6
日
か

ら
開
館
し
ま
す
。
な
お
、
休
館
中

何
本
お
よ
び
C
D
、
カ
セ
ン
ト
の

返
却
は
本
館
、
分
館
と
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

。
市
民
体
育
館

年
末
は
ロ
月
幻
固
ま
で
。
年
始

は
l
月
5
臼
か
ら
で
す
。

@
自
問
の
岨
博
物
館

年
末
は
ロ
月
幻
自
ま
で
。
年
始

は
1
月
5
白
か
ら
で
す
.

。
つ
つ
じ
荘

年
末
は
ロ
月
初
日
ま
で
。
年
始

は
1
月
4
日
か
ら
で
す
.

@
中
央
公
民
館

年
末
は
は
月
幻
固
ま
で
。
年
始

は
1
月
8
日
か
ら
で
す
e

。
市
民
会
館

年
末
は
ロ
月
初
固
ま
で
。
年
始

は
1
月
5
日
か
ら
で
す
。

日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
大
切
に

わ
が
国
の
医
療
後
術
の
進
歩
や
生
活
の
向
主
な
ど
に
よ
り
、

高
齢
者
の
平
白
寿
命
は
年
々
延
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

老
人
医
額
費
も
泡
加
し
、
そ
の
額
も
平
成
元
年
度
は

5
兆
円

を
超
え
、
老
人
医
療
費
は
高
腕
化
往
会
の
基
本
的
怠
問
題
と

怠
っ
て
い
ま
す
.

4

フ
白
は
、
老
人
医
療
制
度
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
制
度
の
動
悶
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
、
豊
か
で
明
る

い
高
齢
期
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
日
高
齢
者
福
祉
課
H

し
‘
県
内

ω市
町
村
中
、
第
は
位

と
な
っ

て
い
ま
す。

老
人
医
師
市
消
は
、
年

4
m川
町

一
途
を
た
ど
り
、
受
給
件
数
も
1

人
当
た
り
年
同
8
固
と
地
え
統

け
て
い
ま
す
。
ま
た

肉
齢
者
向

場
令
、
病
気
に
也
り
や
す
〈
、
い

っ
た
ん
入
院
す
る
と
入
院
朋
聞
が

長
川
化
す
る
こ
と
が
要
因
と
な
勺

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
医
療
貨
が
附
え
る

第795雪

増

え

続

け

る

老

人

医

療

費

昭
和
問
年
2
月
に
老
人
保
健
法

が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
老
人
医
療

費
は
延
び
続
け
、
平
成
元
年
皮
肉

医
療
費
は
約
叩
四
億
円
当
初
の
2

倍
の
延
び
率
と
主
っ
て
い
ま
す
。

市
町
老
人
医
療
従
は
、
年
々
別

加
し
、
1
人
当
た
り
の
医
療
費

L

U
万
3
千
円
で
M
倍
の
延
び
を
一
市

と
人
々
の
負
偲
訓
合
も
大
き
く
主

り
ま
す
。
平
成
元
年
度
の
医
療
曲
目
的
負
担

割
合
は
、
袈
ー
の
と
お
リ
で
、国
‘

川市
及
び
市
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

表l老人医療費の負担割合(平成元年度)

千葉県 lm4∞0万円(5%) 

多
〈
町
人
々
に
よ
っ
て
附
わ
れ
て

い
ま
す
。
医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け、

梢
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
な

@
近
隣
セ
ン
タ
ー
-
市
民
セ
ン

タ
ー年
末
は
は
月
初

H
ま
で。

年
始

は
l
月
5
日
か
ら
で
す
。
な
お
、

布
佐
南
、
天
王
台
北
、
峨
戸
町
近

隣
セ
ン
タ
ー
は
、
一
部
消
制
業
務

が
は
い
る
た
め
、
利
用
者
向
方
は
、

直
接
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
徒
指
し
雄

総
し
て
く
だ
さ
い
。

目

思

@
日
曜
・
休
日
当
番
医

年
末
年
始
め
日
陥
休
日
当
需
隠

は
.
(左
裂
}
の
と
お
り
で
す
。

u

日
山
町
時
間
は
い
す
れ
ら
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
て
す
。

な
お
、
夜
間
珍
療
は
ロ
月
初
日

か
ら
1
月
3
日
ま
で
の
問
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮
(
邸
)
1
3
1
3

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

@
休
日
数
怠
歯
科
臨
時
療
所

V
期
間
ロ
月
初
日
か
ら
l
月
4

日
ま
で

V
時
間
午
前
9
時
か
ら
日
時
初

分V
場
所
市
民
会
館
2
附

V
注
意
保
険
証
と
吟
療
代
金
は

忘
れ
ず
に
ご
持
参
〈
だ
さ
い
.

V
問
い
合
わ
せ
休
日
救
急
的
科

診
療
所
合
(
剖
)
1
3
1
1
(
休
日
、

祭
固
め
午
前
中
)

月日 柑院名 S~椴 n 目 住所・世話

12・30
ヰ何台病院 内n・外科

市佐2195

(日) n89-11J1 

12.31 我孫子
I'm.~ト n

つ(L肝131ーl

(月) つ(Ufl.li院 官制ー2211

1.1 我孫子
内科外科

泊n1t古4-6-1

(1見) 型仁会病院 n88-3111 

1 .2 京仁会
内H 外科

mt干1851-1

(水) 我孫子病院 n82-削 66

1 .3 
平 HI古田i;~ 内科・外n

布{主2195

(本) 霊宝89-1111

=日曜・休日当番医=
ど

一
人
ひ
と
り
が
予
防
に
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
齢
化
社

会
に
備
え
、
心
身
内
健
康
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

医

療

費

通

知

を

実

施

市
で
は
、
老
人
医
療
貨
の
釦
等

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く

り
に
対
す
る
怠
微
を
世
間
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
今
年
度
1
回
目
的
医

療
費
通
知
を
実
施
し
ま
す
。

V
通
知
時
期
・
通
知
内
容
第
1

回

平

成

2
年
ロ
月
中
旬
、
(
平

成
2
年
4

5

・
6
月
給
線
分
)

第
2
回
e

・・平成
3
年
3
月
中
旬
の

予
定
で
す
。

V
問
い
合
わ
せ

商
品
問
者
縞
祉
課

家庭コミの年末
締別収集日程

伺

ω
箇
同
州

年
末
は
は
月
初
日
ま
で
。
年
始

は
1
月
4
日
か
ら
で
す
。

ま
た
.
水
質
険
貨
は
予
約
制
で

す
.
予
約
の
受
け
付
け
は
、
年
末

が
は
月
幻
自
主
で
、
年
始
は
1
月

5
日
か
ら
で
す
。

V
問
い
合
わ
せ
泊
保
健
所

合
(幻
)1
2
5
5

4

司
保
健
所
の
機
務
案
内

lTi 目 S手 京 年 Mi 

般健康相 I~ 12月17日(月)まて l月7日(H)カ句

水質検査 12月19日(水)まで l月7日(月}か勺

本!I羽蝿塩輩ft合柏桔茸 12月19日{水}ま で 1 1116日(水)カ句

関内細 t点検斑 12月19日(水)ま で 1 fl 7日(円)か句

不調犬号l取 12月27日(本)まで l月10日(ホ)か勺

360 

不
法
投
棄
防
止
に
ご
協
力
を

年
末
に
な
る
と
、
空
き
地
や
皆
さ
ん
の
近
く
で
山
崎
楽
物
の
不

山
林
な
ど

へ
の
不
法
投
棄
が
多
法
投
棄
を
発
見
し
た
と
き
は
ご

〈
な
り
ま
す
。

迎
絡
く
だ
さ
い
.
市
民
的
皆
き

市
で
は
.
市
内
の
パ
ト
ロ

1

ん
の
ご
協
力
を
お
側
い
し
ま
す
。

ル
を
強
化
す
る
な
ど
不
法
役
築

V
連
絡
先
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

防
止
に
畑
町
力
し
て
い
ま
す
が
、

1

2
(貯
}
0
0
1
5

同

ω巾
ゆ
歯
肉

ua

日
同
月
日
出
目
か
句
l
月
3
日
ま
で

の
聞
に
耐
水
率
的
が
あ
り
ま
し
た

ら
.
左
表
的
当
番
臼
の
工
事
広
へ

ご
迎
給
く
だ
さ
い
。
な
お
.山
師団開

は
有
料
で
す
。

12月29日(土)

水曜・土曜コース

12月30日(日)

月曜・木曜コース

火曜・金曜コース
=年末年始漏水当番l吉=

月日|快孫子地区|湖北布佐地区

12/2~ 1天王台股l情工主側 1(~) 1)主辺管 工事

(土) 1 n (副)2567 1 n (84) 4111 

12/301仰品川管工 1(111成品 訪 問

(~) 1 n (82) 0171 1 宮 (89)1211 

12/31 1 N国王山屯砲水道工葉 1fh1渋梓屯険水id設問

(月)1 色 (82)2018 1 n (881 9131 

1/1 11，，)我孫 子設備 |耐r'J，t-'}ーえプラIf

{慨) 1 世 (82)8¥11 n (821 0266 

1/2 1日怖かくみや水道庖|丹羽工業側

(水) 1 宮 (82)0265 1 宮 (88)7271 

1/3 IIh1尚山 政 情工業 111" 阿川昔 工

(木11 n (821 3940 n (891 2455 

※年始の家庭ゴミ収集は 1月4日(金)
火曜・金曜コースより実施します。

12月24日(月)振替休日の家庭ゴ

ミ収集は、月・木コースの地域

を特別収集いたします。

問い合わせクリーンセンタ-fi(87)0015



第795雲金=ぴd露i

橋
盛
岡

(3) 1990. 12. 16 

「プ

ロ
グ
ラ
ム
や
チ
ケ
γ
ト
作

り
な
ど
‘
州
中
仙
酬
が
い
ろ
い

ろ
大
変

で
し
た
が
、
合
同
辿
却
の
協
力
や

市
町
共
悩
を
い
た
だ
き
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
て
ホ
ソ
と
し
て
い

ま
す
」
と
一
つ
屑
の
初
を
お
ろ
し

た
悌
子
。

我
孫
子
市
軽
音
保
協
会
は
、
経

t
白
山
市
愛
川
町
団
体
的
交
流
と
鮭
音
楽

町
普
及
を
図
リ
、
文
化
発
展
に
待

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
の

4
月
に
発
足
。
大
正
琴
の
琴
間
会
‘

我
孫
子
吹
奏
楽
団
、

我
孫
子
ア
コ

l
テ
イ
オ

ン
ク
ラ
ブ
町

3
団
体
で

情
成
す
る
.
川
月
7
日
に
は
、
市
民

会
館
ホ

l
ル
で
協
会
役
立
紀
念
摘

発
会
を
問
似
し
、
詰
め
掛
け
た
約

8
0
0
人
的
聴
衆
を
む
了
し
た
。

V
日
時

1
月
は
日
(
土
)
午
後
5

時
か
ら
日
時
(
雨
天
の
場
合
は
、

内
容
を
変
更
し
て
災
地
)

-v
場
所

教
育
委
貝
会
事
務
局

(
水
道
局
4
階
)

V
募

集

人

員

純
子

初

組

(

先

渚

選

挙

管

理

委

H
会
で
は
、
投
恕

順
)
た
だ
し
、
過
去
に
「
冬
の
星
区
及
び
般
票
所
内
変
更
を
次
の
と

度
観
察
の
タ
ベ
」
を
受
講
さ
れ
た
お
り
行
い
ま
す。

方
は
ご
違
峨
く
だ
さ
い
a

な
お
、
今
回
的
変
更
は
、
来
年

V
参
加
費

無
料

1
月
初
日
に
行
わ
れ
る
市
長
選
挙

マ
鵬
師
団
中
正
一

及
び
こ
れ
と
同
時
に
行
う
市
議
会

氏

磯

貝

補

欠

選

挙

か

ら

実

施

さ

れ

ま

V
申
し
込
み
・
問
い

す
。
紋
票
所
が
変
更
と
な
る
方
は

合
わ
せ
ハ
ガ
キ
に
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ζ
注
意
く

参
加
者
全
貝
の
住
所
、
だ
さ
い
・

氏
名
、
年
齢
、
包
括
川
投
慕
区
の
変
更

番
号
、
「
冬
の
星
座
」
天
王
台
6
丁
目
の
一
部
(
地
図

と
明
記
し
、
ロ
月
幻
参
照
)
は
、

今
ま
で
抗日
μ
投
両
市
区

日
(
金
)
ま
で
に
技
孫
で
し
た
が
、
今
固
め
変
更
で
第
日

子
1
6
8
4
教
育
委
投
来
区
と
な
り
、
我
郁
子
中
学
校

只
会
社
会
教
育
課
企
が
投
票
所
と
な
り
ま
す
。
ニ
れ
に

(
釘

)1
1
5
1
へ

よ

り

、

天

王

台

6
丁
目
は
全
娘
、

節
目
投
両
市区
と
な
り
ま
す
・

ω投
棄
所
の
変
更

傾
戸
刊
同
年
館
町
廃
止
と
根
戸
近

恒
例
と
な
っ
た
統
と
予
の
ふ
れ

あ
い
教
室
で
は
、
今
年
も
好
評
の

「
冬
の
星
座
制
叫
祭
」
を
行
い
ま
す
。

内
容
は
、
天
体
盟
速
鈍
を
使
つ

て
の
星
座
制
町
察
と
星
座
日
十
見
表
を

作
成
。
澄
み
き
っ
た

H
Z
2を
な
が

め
な
が
ら
、
組
子
で
広
大
な
宇
宙

に
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
み
ま
せ
ん

カ

趣
味
を
生
か
し
て
地
域
に
貢
献

会 V り 梨 12P1< 
閉 ま所投セ
い すが昌再ン
合 。下区タ
わ表 及 l
-ttグ〉 υ (7)
と第 開

;1!1 ぉ 27館
苧 り投に

管変 :t，'"f平
理 a区ぃ貫と の、
な投;:p;

4緑色が投票区が変更となる地区
投票所は我孫子中学校になります

V投票所が変更となる投票区

新設寮所 | 住 所

台回 3-15-22 

〔二三品〕

4且戸573-5 

極圏
十

一
月
に
入
る
と
、
既
に
大
半

は
枯
れ
か
け
て
い
た
が
‘
な
お
も

緑
町
一
期
や
賀
色
め
花
を
付
け
た
ア

名
を
セ
イ
タ
均
タ
ウ
コ
ギ
と
い

〆
リ
カ
セ
ン
ダ

ン
ク
サ
が
あ
っ
た
。

い
、
草
丈
の
尚
い
も
の
は
1
・

ニ
町
市
は
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の

5
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。
花
は

却
化
初
物
で
、
大
正
時
代
に
日
本
山
肌
色
で
、
上
部
内
枝
先
に
カ
y

へ
入
り
、
今
で
は
各
地
に
広
が
り
、
プ
ケ
キ
状
の
も
町
を
付
け
る
。

低
湿
地
や
道
端
な
ど
で
生
育
し
て

花
の
外
側
に
は

一
列
に
並
ん

い

る

。

だ

十

側

前

後

町

長
い
総
包
が
取

昼
、
は
暗
搾
色
で
角
張
り
、

茎
を
り
巻
き
、
花
円
形
に
畑
町
を
添
え

祈
る
と
白
い
悩
が
現
わ
れ
る
。
て
い
る
a

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
は

別

花

畑

は

普

泊

九

i
十
月
で
、

2

花
後
に
花
は
大
き
く
膨
ら

四

国

U

み
、
府
平
な
果
実
が
沢
山

司

刀

/

で

き

る

。

川

、

果

実

的

一

同

府

に

は

‘

二

1
3利
本

の

角
状
突
起
(
撃
が

凡

沼

山

野

く

あ
り
、
下
向
き
肉
刺
を
持

円
H
Y

冷
ノ
お
守

っ
て
い
る
的
で
、
人
的
衣

日一
A

d

(

虫
、
動
物
肉
体
に
付
き
易

;

i

;

 

司
〆

文

写

真

E

q

佐
久
間
俊
行

主
手
に
使
お
・
ヲ

§
窃
⑭
呂
ネ
砂
苧
日
リ

今
回
は
、
冬
場
町
エ
ネ
ル
ギ
ー

向
上
手
な
使
い
方
に
つ
い
て
お
話

「
今
後
も
内
容
を
充
実
さ
せ
、
地
域
的
多
く
の
人
途
と
知
り
合
っ
老
人
会
や
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
一
し
し
ま
す
.

定
期
的
に
繍
奏
会
を
開
い

て
い
き
た
の
が
き
勺
か
け
。
そ
れ
ま
で
は
‘
ど
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
蒋
ば
れ
一
家
経
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

た
い
」
と
窓
欲
的
だ
。

「
家
に
は
躍
に
帰
っ
て
来
る
よ
う
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
お
礼
的
手

一
は
、
第
1
次
石
油
危
機
が
発
生
し

甲
乙
女
さ
ん
が
、
地
械
の
文
化
な
も
の
」
と
笑
う
。

教
育
的
場
に
紙
を
く
だ
き
る
方
も
い

て

」

と

-
た
昭
和
ぬ
年
に
比
べ
て
、

8
削
以

活
動
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
役
立
て
ば
と

ω年
前
に
始
め
た
ア

目
を
細
め

る

。

一

上
も
地
え
て
い
ま
す
・
特
に
冬
場

た
の
は

5
年
は
ど
前。

都

内

的

小

コ

l
デ
イ
オ
ン
を

生

か

し

、

仲

間

こ

の
ほ
か
に
も、

学
生
時
代
か

一
円
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
3
訓
を
占
的

学
校
の
教
貝
を
迅
股
し
、
市
少
年
を
募
っ
て

7
-
7
7
を
発
足
さ
せ
た
ら
研
究
を
続
け
て
い
る
勧
進
、
パ
一

る
峨
口町
周
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
は

セ
ン
タ
ー
の
相
級
貝
に
委
嘱
さ
れ
、
の
も
こ
の
頃
@
「
お
か
げ
さ
ま
で
、
ド
ミ
ン
ト
ン、

社
交
ダ
ン
ス
と
飽

一
非
常
に
盛
要
で
す
a

そ
こ
で
冬
場

d

j

L

ι

味
は
多
彩
。
ま
た
、
頼
ま
れ
れ
ば
一
の
省
エ
ヰ
対
策
と
し
て
叩
羽
目
を

を

ゐ

官

会

-

一

事

公

民

館

高

の

ン

ル

円

l
大
学
な
一
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

協

μ
T
Z

ど
で
教
育
関
係
だ
け
で
は
な

に

一

1

室
温
は
初
度
に

楽

Z
Z

近
代
女
性
史
な
ど
の
講
棟
、
行
う
・
一
晩
房
抽
出陣
営
」
1
皮
下
げ
る
と
原

音

ぷ

鋸

削

「

趣
味
で
人
に
を
れ
る
活
動

一
泊
換
算
で
年
間
一
重
当
た
リ
約

軽

p
・
野

ぜ

ー

一

市
臣
置

の
女

箱

カ
で
き
れ
ば
最
高
」

と
い
う
早
三

m
u節
約
で
き
ま
す
・

子

会

h

l

{

波
書
ん
。
来
世
帯
に
は
、

自
宅
で
築

一
2

カ
ー
テ
ン
は
厚
手
の
も
の
を

孫

代

川

Z

訟
講
座
を
開
き
た
い
と
、
そ
の

一

撃

の

カ

ー
テ
ン
を
天
井
か
ら

我
初

L
F

活
動
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

-
床
ま
で
た
ら
し
、
床
に
は
カ

l
ベ

E
-

い。

W
歳。

y
ト
を
倣
き
ま
し
ょ
う
@

3

暖
房
機
畿
は
窓
側
に

窓
を
背
に
し
て
織
房
機
器
を
託

く
と
、
眠
気
が
冷
気
を
仰
し
上
げ

る
の
で
効
川
常
的
で
す
。

4

部
屋
の
大
き
き
ゃ
用
途
に
あ

っ
た
暖
房
被
緑
を
使
い
ま
し
ょ
う

5

暖
房
被
器
の
手
入
れ
は
ニ
ま

め
にエ
ア
コ

ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
や
ス

ト
ー
ブ
の
反
射
板
が
よ
ご
れ
て
い

る
と
効
市
中
が
悪
く
な
り
ま
す
。
定

期
的
に
仰
除
し
ま
し
ょ
う。

6

電
気
ニ
た
つ
を
上
手
に

電
気
こ
た
つ
は
、

ζ

た
つ
蚊
き

を
蚊
き
、
掛
け
布
団
の
下
に
も
毛

布
等
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
電
気
力

l
べ
y
ト
内
下
に
も
毛
布
な
ど
保

温
性
の
よ
い
も
の
を
倣
〈
と
効
果

的
で
す
。

7

お
風
呂
は
続
け
て
入
ろ
う

自
た
ね
火
は
、
こ
ま
め
に
消
す

湯
沸
慌
の
た
ね
火
め
つ
け
っ
放

し
を
や
め
る
こ
と
に
よ
り
、

原
油

換
算
で
年
間
一
家
経
約
川
口
節
約

で
き
ま
す。

9

住
宅
に
断
絶
材
の
使
用
を

断
熱
材
を
使
用
す
る
と
、
同
町
房

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
‘
約
半
分
も
節
約

で
き
ま
す
。

川
太
陽
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
と

天
気
の
良
い
日
は
カ
ー
テ
ン
を

開
け
、
太
陽
熱
を
取
リ
入
れ
ま
し

ょ
う
.
ま
た
、
太
叫
問
削
…
溢
水
器
な

ど
を
利
用
す
る
と
給
ぬ
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
節
約
で
き
ま
す
。

以
上
の
こ
と
は
.
ほ
ん
の
一

例

で
す
.
家
庭
で
省
エ
ネ
H

川
被
を
工

夫
し
、
地
球
間
川
崎
を
守
り
・
限
リ

あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

H
市
民
生
活
減
目

センターlこ

フ。ロジzクターを設置
くじコミュニティ助成事業でー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
町
拠
点
施

設
と
し
て
、

9
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
山
間
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
、
ー

0

0
イ
ン
チ
町
大
町
而
で
気
軽
に
ビ

デ
オ
が
山
市
し
め
る
ビ
デ
オ
プ
ロ
，
Y

L
7
7
ー
を
訟
縦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
(
財
)
自
治
総
合
セ
ノ

タ
l
で
行
っ
て
い
る
宝
く
じ
助
成

泌
業
町

一
環
と
し
て
‘
住
民
活
動

的
充
実
と
魁
か
な
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
れ
る
よ
っ
に
と
州
助
金
を

受
け
て
絵
描
き
れ
た
も
の
で
す。

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
主
ク
タ

l
は
、

な
つ
か
し
い
映
画
や
自
分
た
ち
で

織
っ
た
ビ
デ
オ
を
保
し
む
主
ど

使
い
方
は
工
夫
し
だ
い
。

だ
れ

で
も
気
軽
に
集
え
る
施
設
が
.

さ
ら
に
身
近
に
な
る
も
の
と
削

待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
刊
用
す
る
場
合
は
‘

ビ
デ
オ
ブ
ロ
ン
エ

ク
タ
ー
が
故

直
し
て
あ
る
多
目
的
ホ

l
ル
内

利
用
申
し
込
み
を
し
て
附
則
し

て
く
に
さ
い
。
(
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ

l
m
山
間
科
は
無
料
で
す
}

リ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
球
目
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定例教育委員会開催 1r雲~守主
砂日時 12月21日〈金〉午後3随ガ l砂申込受付 平成3年1月78

う

1990. 12. 16 (4) 

霊祭言語会の選挙人p
'N $~I.ま 1 月 10日で
拠築費員会の遊撃f躍を商号る方

は、 百年1月18現在で選挙人名

濁への登餓申邸ガ11>>裂です。

申E商用紙はlIIl家組合長を過して

市民団笹館本館84-1110 湖北台
分館87-3055 布佐分館88-1J11

4量動図S館87-ω09
都市改道事務所 85-1171
易体障害者福住センター 88-0141
あらき薗 88-4188
・つつじ荘 88-0123
生活環1ft課〈浄化槽)87-2379 
(ゴミ)87一∞15(レ尿)&3-2547
・布佐南近隣センタ-89-3740 
天王白北近隣センタ 82-9988 
恨戸近隣センター 83-5383
湖北台市民センター 88-9927
布佐市民センター 89-1193

平成2年12同1日現在人口121.159人(+98L1人〉
(対前年比〉 男60.8Ll5人 女60.314人

*世帯敏38.971t宣稽(+959也格〉

蚕術開鏑協会とジョイントして 砂貿信 lω易随曹児の毅育に理解
パレ工「白鳥の湖Jをお飽りします。のある2日銀から45綴位までの万

砂日時 12月23日〈臼〕午後2時開 砂人員 18 

"量b務先市内小学侵

.砂就築時期 1月88から

砂申し込み・問い合わ世 12局27

日〈木〉までに、履歴轡を用聖書のう

(1)f])O己主 |需品悪ELPン忌iJ

〈用〉から11臼〈盆)午前Q時から午

後4崎

1月7日から、新しい戸籍
は正しい字で E己餓
@新しい戸滴1;::1<1:正しい字で記縦

します.

従来の戸liiに、氏名刀鼠守 俗

字で&o司式されている万について1<1

~のようは頃合、新しい戸îií lこ F

しい字で8己il>Xします。

①婚姻唱により析しく戸時を作

成

②延子線泊符により他の戸mへ
の入碕

-市役所本庁 85-"'11
.つくし野麦所 84-8801
湖北台支所 88-0828
湖北支所 88-2111
布佐支所 89-2358
叙育委員会 85-1'151
.水道局 84-01竹
消防署 84-0119
少年センター 84-19∞
保健包ンタ-87-1131 
市民会館 84-3311
申央公民館日2一回15
胞のI理物館 85-2212
市民体育館 87-1155

畏い問ζ利用いだだきまし疋、

I!i!戸中ステーション〈鈴木ぶどう

園前)1革、12月をもって終了い疋

します。

|春休み酒外ハイスクール|
③戸砲の再製

広拐、俗字のうち、 定の純白j

の字については、従来のままOIiX

します。お配りしますが、届か怠い頃合は、 砂貿信申学高f皇室

E理由控室員会事務局へご連絡くださ
し、。
砂貿信昭和46年4同1日以前に

生1l';nた市内在住の方で、 10戸ー

砂派遣先 戸メリ力、万一ストラ @申し出により正しい字に訂正

IJ戸、 二ユジーランド 餓写 'Id字を正しい字に訂正し

砂時期 3月20日〈水〉ガう17日間、 疋い方は、申し出てくとさい。

ニュージーランドは15日間 @費量しい字体を、やさしい字体に

直ぜます。

戸i!iIこE己競されている氏名ガ、
|日字体で配節されている定め、不

便を感じている万l革、申し出によ

り、新字体に直eJことができま弓。

Jし以上の底11出を制作している万ま 砂活動内容 *学段f本綾 本家庭

たl革、その同居の親族で、年間60 滞在 *スキーキャンプ8ど

日以上耕作に従ulしている方 詳し〈は(財〉国際宵少年研修協

砂申繍期限 平成3年1月10臼附 会合03(359)8421へ
までlこ農家組合良へ

い合わせ 脚韻会事腕 |おわびと訂 E

afQ)[Q)己主 [l QB [Q} ~ 1 門松カードの配布|
|第9田市民コンサート 11特殊学級介闘員|

演(入場料12∞同〉

-・嗣所市民会館mール
!
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砂問い合わゼ 市民~m戸鴻1吊

前号 4'5面の市内聞マッI(⑮⑧⑪⑧⑧ 
門松力一ド1iJ:、 12月初日力ら251 :加制医院の表申、 26浅沼閣制医10我孫子市ロータリークラブ婦人
巳の問に新聞折り込みで邑家庭へ |院の所在地Id.r湖北白1-18-2J、461部隊から手をつなぐ続ゆ会にと、

配向します。 1 く 13:でら趨制は「布佐2576J、 16大 1 1\ザーの売上金35万 662 円の~Iヨ

芯お、市民課窓口、包夏所、行|屋遇制医院のl1i1!o醤雪は r84-091がありまし疋。

政連絡所にも包いてありますので、102J、 39尾上歯制医院は r88-311 0池田切使級〈苔l!l)のご遺族かう

ご利用ください。 151J、 48玉何箇梢医院はr89-1388J、|社会福祉施段醤尚昆金巳と~.何万

炉問い合わせ 公園緑地銀 |病院 医院 . ~療所の表中、 13つ|ありまし疋。

| 私事彼災害者長 11 くし野小山クの休診巴は「日 I ~市老迎婦人蜘から身障陥富者
金 を 支 |祝祭 水ー 同火木盆工の午前J 、11畠祉センター、「ひまわっ図J、「あ

砂対象者 災害を受け定日に我孫 114策事事クIJニッワ病院は「東萄ク |らさ闘Jにと、特きんの奇問ガあ

え我孫子1684教育委員会学侵害虫育 子市に住民登録している人。疋e
課6(85)1151へ し、 災害者の飲酒運眠、無免許連

1 r平成3lj:度千葉県環暁月間Jに l転;_e直恵まだは館大怠過失、天w
ち怠んだポスター・作文・禄S| 広どによりw容を受け疋場合1<1:安

惨民所 尾瀬出革宣スキー密 惨応募資格 県内在住在勤 在 給できません。

惨集合 18日〈金〉午後B時初分市 学の小、申、高僚の児琵・生徒及 砂申開期間受通事故の発生レだ
役所正面玄関前 u一般 (15歳以上〉の方。なお、 臼から1年以内

潟、駐車傷ガ広いだめ、車でのおlA 僚語1<1:兜菌、生徒に限ります。 砂見事耳金の額 *死亡男鈎金=30

しはご遺!<<く定さい。 砂娘婿 *ポスター ..!(((54x横38 万向。疋だし、主として生計を縫

砂定口 40名〈先包!賓 J'(4つ切り〉の函周紙 *作文ー 筒し、かつ侠怨家肢を奇する奮は

修会費 3万2αXJ円 柵字路原摘用紙(縦8)10彼以内 50万円。 *傷害見回盆=実治療白

砂申し込みー問い合わせ 往復ハ *械毘 ・・宮製ハガキまたは団体用 被10白以月は1万向。 11日以上は

ガキに住所、氏名、生年月日、年 応募表 T日につき1000円。ただし、実治

齢、住別、 電車古番号、門用スキー 砂締め切り平成3年2月18日 政白獄ガ180日を超える傷合は、

関習会希望」を明肥し、白W2の 砂送憎先問い合わせ干2ω-91 1即日を限度とする。 C災害発生の

5の23吉田方我孫子スキーフラブ 干葉中央郵便局私省箱40号干東黒 白から6か月以内の治療〉

事務局6(82)ω27へ

!っーもン・カレッジ|
( 戸会燭)

女性をとりまく軽量々怠問題ロス

ポットをあて、女性¢生き万を害

えます。

炉日程平成3年1月17巴〈不〉か

ら白週木略目(5回〉午前叩時30分

から午後2時ぬ分〈受脇師1料〉

惨煽所 l!l戸市民劇日書(!O戸市本

町竹の6)

険対象県内在住在働の女性

砂定員 330人〈先01お

砂締め切り 7月7日〈月〕
砂申し込みー問い合わせ受E晶申

込a(市役所市民相談室に周怠〉
と返信用到商を同釘レ、干260-91

干葉市市錫町1-1県白少年婦人標

60472(23)2081へ
出合白の泊習内容は、干葉会場(8

月16日-9月13日〉で実指しとも
のと同じです。

頭奥部lI'lt寛網担額宮0472(23)4139 炉問い合わせ 市民生活探

年末年始の

「特別嘗戒取締り」、r交通

事故防止運動」を実施中
伺ガと慌疋だしい年の瀬は、い 県内の;Q'通!)J故死者敏1<1:竹月20

るいろ怠事件や事a2ガ多発すると 日現在438人でl曽加の一途です。

きです。空き巣、スリ、ひったく 我孫予審察署管内でも死者敏は

りなどのほか、次のことにもII!-'l卦 9人で昨年に比べ減少しているも

け、仮蓄にあわないようにしまし のの、事叡発生(牛敏、負傷者敏1<1:

意注ザ」
-
マ
』売阪司f

 
肪怠

。
貿

う

恵
よ
@

上回っていま旬。

これからの時季、年の耳目を迎え

不用窓にド戸等を開け怠い 飲酒する般会も多く、まだ、 気ぜ

不必要以筒国1<1:仮初からき勲 わしさも加わり包年8la2ガ多発し

とし定限度で断る ています。

@バイクー自信車l孟防犯笠録を 一騎!こして毒事い笠命を薄い、早

パイク1<1:ハンドルロッワを、 平日怠家庭を&1.喫しはいだめにも、

自駐車は鑓をかけ、股回し忽い 交通ルーJしを守り、 1人ひとりが

住所、氏名、 litlldを明E己し、 交通安全!こ努めましょう.

自転車は販売后で防犯登録を。 我孫予審理再審

(5年間5∞同〉 市民生活課

リ二ツク我孫子J 、44佐藤医院は

「内制 IJ明暗厩医院」、吉規制

自は「内 'J'.Jの譲りです。おわび

して町正します。〈保健センター〉

りました。

。我孫子市北部地敏文化祭実行笠

口会僚から緑の益金にと、2万626
円の衛l司ガありまし疋。

lO@ 闇
期
刊
は
用
調
醐
翻

11月

18火 10 師側=市民側室9∞から潤略程度

2([])木1Z22251号魔者!ぽlJ52

21金
22土 |宮市師附(一回の雌 鳴 く〉

23⑮ 1:開藤明議論告側砂fI:~
24⑨1:鶴転K6宣告知!削除11泊
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